
   

  

 

座

談

会 

                            
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

      

 
 

 

    

 
 

  

同
好
会
特
集
！ 

高
齢
協
の
「
生
き
が
い
事
業
部
」 

私
た
ち
高
齢
協
は
、
サ
ー
ク
ル
や
サ
ロ
ン

活
動
な
ど
で
、
学
び
合
い
の
場
づ
く
り
、

ロ
ー
カ
ル
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
な
ど
の

取
り
組
み
を
通
じ
て
、
地
域
に
住
む
高
齢

者
が
、
ひ
と
り
ぼ
っ
ち
に
な
ら
な
い
た
め

に
、
そ
の
人
ら
し
く
生
き
て
い
く
た
め

に
、
仲
間
が
集
ま
っ
て
い
ろ
ん
な
活
動
を

し
て
い
ま
す
。 

い
つ
ま
で
も
健
康
で
元
気
で
い
ら
れ

る
よ
う
に
、
ひ
と
り
ぼ
っ
ち
に
な
ら
な
い

よ
う
に
、
明
る
く
、
そ
し
て
笑
顔
の
日
々

を
送
れ
る
よ
う
に
、
そ
ん
な
願
い
を
込
め

て
、「
生
き
が
い
事
業
部
」
の
組
合
員
は

毎
日
活
動
し
て
い
ま
す
。 

今
月
の
新
聞
『
ひ
だ
ま
り
』
は
、「
い

き
が
い
事
業
部
」
の
同
好
会
特
集
で
す
。 

コ
ー
ラ
ス
、
社
交
ダ
ン
ス
、
ゴ
ル
フ
、

マ
ー
ジ
ャ
ン
、
山
歩
き
、
劇
団
な
ど
、
年

齢
を
忘
れ
て
、
皆
さ
ん
生
き
生
き
と
活
動

し
て
い
ま
す
。 

歌
や
ダ
ン
ス
、
山
歩
き
な
ど
、
何
か
一

つ
で
も
興
味
が
あ
れ
ば
、
参
加
し
て
く
だ

さ
い
。
た
く
さ
ん
の
仲
間
が
、
あ
な
た
を

待
っ
て
い
ま
す
。 

 

 
 

 
 

 

 
 

 

 ２０２1年 ２月 １日 発行   年間購読料１２００円 発行責任者 日下聰徳 

             

   香川県高齢者生活協同組合 ２０２1年 第２０８号 （2・3月号）  

                                                                                                                    

                

 

http://koureikyou.gr.jp/          ＦＡＸ 087-899-6312  

    今月のお知らせ   

●「生きがい事業部」 

  同好会特集 

●「故中村理事長を偲ぶ会」 

延期のお知らせ(７ぺージ) 

●理事会報告 

●健康のページ 

●生活エッセー 

●2・3 月の予定表 〒761-1705 高松市香川町川東下 1190-1  ＴＥＬ  087-899-6311 

http://koureikyou.gr.jp/
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歌
声
「
さ
つ
き
」 

 
 
 
 

 
 
 
 

生
き
が
い
活
動
か
ら
で
き
る
仲
間
づ
く
り 

平
成
三
十
年
九
月
、
歌
声
「
さ
つ
き
」

は
歩
み
始
め
ま
し
た
。 

青
春
の
「
ひ
と
こ
ま
」
の
思
い
出
曲
を

み
ん
な
で
声
を
そ
ろ
え
て
歌
う
。
・
・
・ 

楽
し
く
充
実
し
た
素
晴
ら
し
い
ひ
と
時

を
、
仲
間
た
ち
と
過
ご
す
こ
と
に
よ
り
、

心
も
体
も
ハ
ツ
ラ
ツ
、
元
気
で
健
康
な

「
い
き
が
い
の
あ
る
生
活
」
が
生
ま
れ
ま

す
。 歌

声
「
さ
つ
き
」
は
ご
協
力
い
た
だ
い

て
い
る
皆
様
方
に
深
く
感
謝
し
、
「
元
気

で
明
る
く
楽
し
く
人
生
一
〇
〇
年
」
を
合

い
言
葉
に
、
こ
れ
か
ら
も
「
日
々
青
春
」

「
日
々
前
進
」
で
仲
間
の
輪
を
広
げ
ま

す
。 

◆
お
問
い
合
わ
せ
の
上
、
歌
声
「
さ
つ
き
」

を
体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
体
験
希
望
者

大
歓
迎
で
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 

 

開
催
日
・
毎
月
第
２
・
第
４
木
曜
日 

会 

費
・
ワ
ン
コ
イ
ン(

五
〇
〇
円) 

入
会
金
・
一
，
〇
〇
〇
円 

会 
場
・
丸
亀
市
中
央
生
涯
学
習
ク
ラ

ブ 

五
階 

音
楽
室 

連
絡
先
・
０
９
０-

２
７
８
１-

０
４
８
８ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
宮
崎
） 

 
 
 
 

 

 
 

 

  

ダ
ン
ス
を
楽
し
む
会 

コ
ロ
ナ
禍
に
負
け
ず
ガ
ン
バ
ッ
テ
ま
す
♪ 

 

組
合
員
の
皆
さ
ま
、
お
元
気
で
す
か
？ 

 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
が
と

ま
ら
な
い
で
す
ね
。
皆
様
も
感
染
し
な
い

よ
う
、
気
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。 

 

当
会
は
平
成
十
九
年
九
月
に
発
足
し

ま
し
た
。
も
う
十
五
年
に
な
り
ま
す
。 

一
時
、
会
員
不
足
の
た
め
、
解
散
の
危

機
が
あ
り
ま
し
た
が
、
会
員
の
皆
様
方
の

協
力
に
よ
り
長
く
続
い
て
い
ま
す
。 

 

去
年
三
月
か
ら
七
月
ま
で
コ
ロ
ナ
禍

の
た
め
や
す
ん
で
い
ま
し
た
が
、
八
月
よ

り
再
開
し
て
い
ま
す
。 

 

三
密
に
気
を
つ
け
て
マ
ス
ク
着
用
で

頑
張
っ
て
い
ま
す
。
練
習
も
昼
間
に
行
っ

て
い
ま
す
の
で
、
よ
か
っ
た
ら
見
学
に
い

ら
し
て
く
だ
さ
い
。 

 

自
粛
生
活
で
体
を
動
か
す
機
会
が
少

な
く
な
っ
て
い
る
今
日
こ
の
頃
で
す
。
ダ

ン
ス
で
適
度
な
運
動
を
楽
し
み
ま
せ
ん

か
。 

 

連
絡
、
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

 
 

会 

長
・
木
村
文
宣 

場 

所
・
木
太
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー 

 

日 

時
・
毎
週
木
曜
日 

午
後
一
時

～
三
時 

連
絡
先
・
０
９
０-

４
５
０
１-

３
４
２
３ 

 
 

 
 

 

（
代
表 

木
村
文
宣
） 
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ボ
ウ
リ
ン
グ
同
好
会 

 
 
 
 

 

 
 

 

 

は
じ
め
よ
う
！ 

ボ
ウ
リ
ン
グ
で
健
康
づ
く
り 

同
好
会
で
は
、
楽
し
み
な
が
ら
ボ
ウ
リ

ン
グ
を
と
、
健
康
づ
く
り
と
会
員
同
士
の

絆
を
目
標
に
、
毎
月
一
回
競
技
会
を
開
催

し
て
い
ま
す
。 

競
技
会
で
は
参
加
者
全
員
に
ハ
ン
デ

ィ
を
設
け
、
誰
に
も
優
勝
の
チ
ャ
ン
ス
が

あ
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。 

三
ゲ
ー
ム
、
約
二
時
間
、
思
い
っ
き
り

体
を
動
か
し
て
、
青
春
時
代
を
思
い
出
し

て
み
ま
せ
ん
か
？ 

ボ
ウ
リ
ン
グ
同
好
会
へ
の
参
加
、
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 

 

 
 

 

 
 

 

場 

所
・
Ｍ
Ｇ
ボ
ウ
ル
（
マ
ル
ナ
カ
屋

島
店
三
階
） 

日 

時
・
毎
月
第
２
火
曜
日 

午
後
一

時
三
十
分
ス
タ
ー
ト 

参
加
費
・
一.

二
〇
〇
円
（
ゲ
ー
ム
代

含
む
）
景
品
多
数 

入
会
金
・
一
〇
〇
〇
円 

年
会
費
・
一.

〇
〇
〇
円 

連
絡
先
・
０
８
０-

３
１
６
６-

２
３
４
２

（
世
話
人 

嶋
岡
敏
信
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 

 

夢
を
見
る
会 

 

皆
さ
ん
、
お
元
気
で
す
か
？ 

 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
予
防

の
た
め
、
「
夢
を
見
る
会
」
は
た
だ
い
ま

休
会
中
で
す
。 

 

一
日
も
早
く
、
感
染
の
収
束
を
願
う
ば

か
り
で
す
。 

 

感
染
拡
大
が
収
ま
れ
ば
、
ま
た
皆
さ
ん

と
一
緒
に
食
事
会
や
カ
ラ
オ
ケ
な
ど
を

楽
し
む
会
を
持
ち
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。 会 

長
・
木
村
文
宣 

 

連
絡
先
・
０
９
０-

４
５
０
１-

３
４

２
３ 
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さ
ん
ぽ
会 

 
 
 
 
 
 
 
 

「
さ
ん
ぽ
会
」
は
、
高
齢
協
の
結
成
当

時
か
ら
あ
る
歴
史
の
古
い
同
好
会
の
一

つ
で
す
。
二
十
年
余
の
歴
史
が
あ
り
ま

す
。 た

だ
、
会
員
の
平
均
年
齢
が
年
々
上
が

っ
て
き
て
、
「
山
歩
会
」
か
ら
「
さ
ん
ぽ

会
」
に
名
称
を
変
更
し
ま
し
た
。 

里
山
歩
き
よ
り
も
、
バ
ス
を
借
り
切
っ

て
の
バ
ス
ツ
ア
ー
が
多
く
な
り
ま
し
た
。 

昨
年
は
、
白
熊
の
ピ
ー
ス
に
会
い
に
愛

媛
の
と
べ
動
物
園
に
行
っ
た
り
、
植
物
学

者
・
牧
野
富
太
郎
を
偲
ん
で
高
知
の
牧
野

植
物
園
を
訪
れ
た
り
、
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ

ン
し
た
宇
多
津
の
四
国
水
族
館
に
お
魚

の
勉
強
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。 

ま
た
、
一
足
早
く
に
、
淡
路
島
の
七
福

神
め
ぐ
り
に
も
バ
ス
ツ
ア
ー
で
訪
ね
て

き
ま
し
た
。
皆
さ
ん
、
ご
一
緒
に
バ
ス
の

旅
に
出
か
け
て
み
ま
せ
ん
か
？ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 

 

会 

費
・
二
，
〇
〇
〇
円
（
年
間
） 

活
動
場
所
・
香
川
県
を
中
心 

代 

表
・
吉
田
智
彦 

 

連
絡
先
・
０
９
０-
５
８
０
９-

８
４
０
０ 

さ
ん
ぽ
会
プ
ロ
グ 

h
ttp

;//m
in

d
-fre

e
.c

o
c
o
lo

g
-n

if

ty.c
o
m

/b
lo

g
/
 

 
 
 
 
 
 
 

 
里
山
ウ
ォ
ー
ク 

「
里
山
ウ
ォ
ー
ク
」
は
、「
さ
ん
ぽ
会
」

か
ら
、
里
山
歩
き
の
好
き
な
健
脚
組
数
人

に
よ
っ
て
結
成
さ
れ
た
「
さ
ん
ぽ
か
い
」

の
姉
妹
組
織
で
す
。
よ
っ
て
会
費
は
「
さ

ん
ぽ
会
」
と
同
じ
で
す
。 

月
に
一
度
の
活
動(

例
会)

で
、
讃
岐
の

山
を
中
心
に
、
会
員
の
車
に
分
乗
し
て
、

日
帰
り
で
行
け
る
四
国
の
山
々
に
登
っ

て
き
ま
し
た
。 

徳
島
の
剣
山
系
の
山
々
や
、
愛
媛
家
名

の
石
鎚
山
系
の
山
々
に
も
登
っ
て
き
ま

し
た
。 

昨
年
は
念
願
で
あ
っ
た
富
士
登
山
に

も
挑
戦
し
て
き
ま
し
た
。 

「
讃
岐
七
富
士
」
を
始
め
、
身
近
に
あ

る
里
山
歩
き
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。 

皆
さ
ん
も
、
ご
一
緒
に
里
山
歩
き
に
出

か
け
て
み
ま
せ
ん
か
？ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

会 

費
・
二
，
〇
〇
〇
円(

年
間) 

活
動
場
所
・
香
川
県
を
中
心 

代 

表
・
岩
田
昭
夫 

連
絡
先
・
０
８
０-

３
１
６
０-

０
２
２
７ 

里
山
ウ
ォ
ー
ク
ブ
ロ
グ 

h
ttp

;//m
in

d
-fre

e
.c

o
c
o
lo

g
-
n

ifty.c
o
m

/b
lo

g
/
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合
唱
団 

 

そ
れ
い
ゆ 

 

早
い
も
の
で
、
高
齢
協
本
部
の
移
転
に

つ
れ
、
高
松
市
の
勅
使
町
か
ら
川
島
、
田

村
町
、
そ
し
て
現
在
の
香
川
町
と
練
習
会

場
を
移
動
し
な
が
ら
合
唱
団
「
そ
れ
い

ゆ
」
も
、
創
立
十
八
年
を
迎
え
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。 

 

当
初
は
、
た
だ
メ
ン
バ
ー
全
員
で
歌
う

だ
け
と
い
う
感
じ
だ
っ
た
と
思
う
の
で

す
が
、
指
導
者
の
由
佐
洋
子
先
生
の
熱
心

な
指
導
も
あ
り
、
二
部
合
唱
も
少
し
は
板

に
つ
い
て
き
た
か
な
と
思
う
の
で
す
が
、

や
は
り
と
て
も
甘
い
自
己
評
価
？
で
し

ょ
う
か
。 

 

団
員
は
、
設
立
当
初
の
一
ケ
タ
か
ら
、

練
習
会
場
の
移
動
に
連
れ
て
増
減
を
繰

り
返
し
な
が
ら
、
現
在
は
男
性
七
名
を
含

め
た
二
十
余
名
。
発
表
の
場
は
毎
年
三
月

に
西
宝
町
の
ミ
ュ
ー
ズ
ホ
ー
ル
で
開
催

さ
れ
る
春
の
音
楽
祭
出
演
や
介
護
施
設

の
慰
問
、
「
い
き
い
き
ふ
れ
あ
い
祭
り
」

の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
の
参
加
な
ど
で
す
。 

 

昨
年
は
世
界
中
が
コ
ロ
ナ
禍
で
大
変

な
一
年
で
し
た
が
、
年
が
替
わ
っ
て
も
収 

束
せ
ず
、
日
本
も
大
変
な
状
況
に
な
っ
て 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 き
て
い
ま
す
。
当
然
な
が
ら
、
昨
年
初
め

か
ら
発
表
の
場
な
ど
は
全
く
無
い
状
態

で
す
が
、
全
員
マ
ス
ク
を
つ
け
て
、
手
指

の
消
毒
・
換
気
な
ど
も
十
分
行
い
、
注
意

し
て
練
習
は
続
け
て
い
ま
す
。 

 

音
楽
は
「
心
の
糧
」
、
心
身
の
健
康
に

良
く
、
人
の
輪
の
広
が
り
に
も
自
然
に
役

立
つ
も
の
と
感
じ
て
、
新
し
い
年
も
仲
間

と
一
緒
に
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

  

場 

所
・「
ひ
だ
ま
り
サ
ロ
ン
」(

高
齢

協
本
部) 

日 

時
・
毎
週
火
曜
日 
午
前
十
時
～ 

会 

費
・
一
，
〇
〇
〇
円(
月
額) 

連
絡
先
・
０
９
０-

４
７
８
５-
８
４
７
８

（
代
表 

田
岡
秀
朗
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

  

ひ
だ
ま
り
麻
雀
会 

『
健
康
麻
雀
』
の
ス
ス
メ 

 

麻
雀
は
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
世
代
に
は
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
必
須
ア
イ
テ
ム

で
し
た
が
、
我
々
シ
ニ
ア
世
代
で
は
認
知

症
予
防
と
し
て
、
頭
と
指
先
の
運
動
に
な

る
と
、
昨
今
は
『
健
康
麻
雀
』
と
し
て
見

直
さ
れ
て
い
ま
す
。 

将
来
は
全
自
動
麻
雀
卓
を
導
入
し
手

健
常
者
や
障
害
者
な
ど
、
全
て
の
人
が
楽

し
め
る
【
ひ
だ
ま
り
麻
雀
会
】
を
め
ざ
し

ま
す
。 

ち
な
み
に
、
「
ひ
だ
ま
り
麻
雀
会
」
の

目
的
は
、
組
合
員
の
親
睦
と
ひ
だ
ま
り
サ

ロ
ン
の
活
性
化
で
す
。 

  
 

 
 

 
 

 

 
 

場 

所
・
ひ
だ
ま
り
サ
ロ
ン 

（
高
齢
協
本
部) 

 

日 

時
・
毎
月
水
曜
日
：
二
回
ま
た

は
三
回 

設
備
機
器
・
手
動
麻
雀
卓(

二
台) 

 
 

 
 

 

四
人
打
＆
三
人
打 

連
絡
先
・
０
９
０-

２
８
９
５-

３
３
４
７ 

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
：
Ｉ
Ｄ 

ｔ
ｅ
ｒ
ｙ
９
２
１
４ 

グ
ル
ー
プ
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
【
ひ
だ
ま
り
麻
雀
会
】 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（
津
田 

博
三
）  



6 

 

讃
木
会 

 
 
 
 
 
 
 
 

「
讃
木
会
」
は
、
平
成
二
十
九
年
に
ス
タ
ー

ト
し
た
ゴ
ル
フ
同
好
会
で
す
。 

 

「
讃
木
会
」
で
は
、
コ
ン
ペ
を
二
カ
月

に
一
回
、
偶
数
月
の
第
三
木
曜
日
に
開
催

し
て
い
ま
す
。 

 

コ
ン
ペ
は
毎
回
三
～
四
組
程
度
と
、
ま

だ
ま
だ
少
な
い
の
で
す
が
、
こ
れ
か
ら
新

し
い
メ
ン
バ
ー
を
増
や
し
て
い
け
る
よ

う
頑
張
っ
て
お
り
ま
す
。 

 

コ
ン
ペ
会
場
は
香
川
県
内
を
基
本
に

し
て
、
健
康
増
進
！
寝
た
き
り
に
な
ら
な

い
！
親
睦
を
深
め
る
！
を
モ
ッ
ト
ー
に

毎
回
楽
し
く
プ
レ
イ
し
て
お
り
ま
す
。 

 

登
録
希
望
の
方
、
他
の
ゴ
ル
フ
同
好
会

へ
登
録
さ
れ
て
い
る
方
な
ど
、
誰
で
も
参

加
で
き
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
声
を
か
け

て
下
さ
い
。 

同
好
会
登
録
者
は
現
在
二
十
七
名
で

す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 

開
催
日
・
偶
数
月
の
第
三
木
曜
日 

コ
ン
ペ
案
内
は
メ
ー
ル
ま
た

は
電
話
で
連
絡 

※
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
制
は
と
っ
て

お
ら
ず
、
毎
回
Ｗ
ペ
リ
ア
方
式
で
す
。 

※
新
年
会
・
忘
年
会
開
催 

連
絡
先
・
０
８
０-

２
９
９
０-

４
６
７
４ 

 
 

（
香
川
県
高
齢
者
支
援
協
会
・
三
宅
） 

  
 
 
 
 
 
 
 
 

 

高
齢
協
劇
団 

「
エ
ル
ダ
ー
キ
ャ
ッ
ツ
」  

 

 

「
エ
ル
ダ
ー
キ
ャ
ッ
ツ
」
は
、
香
川
県

高
齢
者
生
活
協
同
組
合
の
生
き
が
い
活

動
の
一
つ
と
し
て
。
二
〇
〇
三
年
に
結

成
。
最
高
年
齢
八
十
五
歳
、
平
均
年
齢
七

十
六
歳
。
高
齢
者
の
身
近
な
問
題
を
と
り

あ
げ
、
笑
い
あ
り
、
涙
あ
り
の
楽
し
い
作

品
発
表
を
し
て
い
ま
す
。 

旗
揚
げ
公
演
は
、
二
〇
〇
四
年
七
月
、

高
松
市
民
文
化
祭
主
催
公
演
に
エ
ン
ト

リ
ー
。
そ
の
時
の
演
題
は
『
す
て
た
ら
あ

か
ん
』。「
ま
さ
に
高
齢
者
が
夢
を
す
て
た

ら
あ
か
ん
と
い
う
思
い
が
、
激
し
い
動
き

こ
そ
な
い
も
の
の
、
長
い
独
白
シ
ー
ン
も 

な
ん
の
そ
の
、
年
を
重
ね
た
悲
哀
と
優
し

さ
、
社
会
へ
の
反
逆
心
の
こ
め
ら
れ
た
演

技
と
な
り
、
観
客
を
ほ
ろ
り
と
さ
せ
た
」

（
四
国
新
聞
記
事
）
ト
、
シ
ニ
ア
演
劇
の

先
駆
け
ト
シ
テ
、
マ
ス
コ
ミ
か
ら
注
目
さ

れ
、
連
日
テ
レ
ビ
カ
メ
ラ
が
稽
古
場
に
並

び
ま
し
た
。 

以
後
、
青
春
グ
ラ
フ
テ
イ
、
社
会
派
ド

ラ
マ
、
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
コ
メ
デ
ィ
、
地
元

の
実
話
を
も
と
に
し
た
時
代
劇
、
地
域
の

共
生
の
場
「
サ
ロ
ン
」
を
描
い
た
も
の
な

ど
、
多
彩
な
舞
台
を
つ
く
っ
て
き
ま
し

た
。
そ
の
ほ
か
、
行
政
か
ら
の
要
請
を
受

け
て
平
和
問
題
、
環
境
問
題
、
振
り
込
め

詐
欺
、
認
知
症
、
介
護
問
題
を
と
り
あ
げ
、

各
施
設
、
コ
ミ
ュ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に
デ
リ

バ
リ
ー
出
演
を
し
て
い
ま
す
。 

そ
の
間
、
香
川
だ
け
の
ロ
ー
カ
ル
な
賞

で
す
が
、
ブ
ル
ー
ポ
ラ
リ
ス
賞
（
舞
台
芸

術
の
発
展
に
貢
献
し
た
個
人
や
団
体
に

贈
る
も
の
）
を
、
個
人
三
名
、
団
体
で
一

回
受
賞
し
ま
し
た
。 

 連
絡
先
・
０
９
０-

１
０
０
３-

８
５
６
８ 

（
代
表 

小
西
金
太
郎
） 
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「故 中村大詔氏を偲ぶ会」の開催延期のお知らせ 

謹啓 皆様にはますますご清祥のこととお慶び申し上げます 

さて この度 香川県高齢者生活協同組合前理事長 故 中村大詔氏の３回忌

を迎えるにあたり「中村大詔氏を偲ぶ会」を左記の通り執り行うことと致して

おりましたが 新型コロナウイルス緊急事態宣言が発出されるとともに特別措

置法に基づく「基本的対処方針」が変更されましたことを受けての同「偲ぶ会」

の開催はやむなく延期させていただくことと相成りました 

日時が迫ってからの突然の延期となり 大変ご迷惑をお掛けしますことを 

心からお詫び申し上げます 

故人が生前に賜りましたご厚誼に対し衷心より御礼申し上げます 

           敬 白 

令和３年１月 

発起人 香川県高齢者生活協同組合 理事会一同 

 

            記 

日 時 令和３年２月７日（日） ※延期といたします 

会 場 丸亀町レッツホール 

    高松市丸亀町１の１ 高松丸亀町壱番街東館４Ｆ 

 

 

 



   

 

 

理
事
会
報
告 

 
 
 
 
 
 

 

 

令
和
二
年
度 

第
七
回
理
事
会 

 

令
和
二
年
十
二
月
十
六
日
（
火
）
開
催 

 
 
 
 

審
議
検
討
事
項 

□
中
村
元
理
事
長
三
回
忌
（
偲
ぶ
会
）

法
要
に
つ
い
て 

 

開
催
に
向
け
て
の
準
備
作
業
を
進
め

て
い
ま
し
た
が
、
県
下
の
コ
ロ
ナ
感

染
拡
大
状
況
な
ど
を
考
慮
し
、
延
期

す
る
こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。 

□
介
護
タ
ク
シ
ー
事
業
（
高
齢
協
許
認

可
済
み
）
を
今
後
検
討
し
て
い
く
こ

と
に
し
ま
し
た
。 

 
 
 
 

報
告
事
項 

▽
九
月
度
次
損
益
状
況
（
生
協
・
支
援
） 

 

 

と
中
間
決
算
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。 

▽
組
合
員
増
強
・
増
資
月
間
の
取
り
組

み
状
況
の
報
告
が
さ
れ
ま
し
た
。 

▽
各
事
業
部
か
ら
の
活
動
報
告
と
今
後

の
予
定
行
事
の
確
認
を
し
ま
し
た
。 

▽
組
合
員
数
二
，
四
八
七
名
・
出
資
金

額
一
三
，
九
八
九
千
円
（
八
月
末
現
在
） 

昔
の
遊
び
シ
リ
ー
ズ 

 
 

 

「
ビ
ー
玉
」 

 
 
 

か
ぐ
や
姫
プ
レ
イ
パ
ー
ク
代
表 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

竹
森 

康
彦 

 
 
 
 
 
 
 

 

ビ
ー
玉
あ
そ
び
の
歴
史
は
古
い
。
も

と
も
と
、
木
の
実
を
投
げ
て
あ
そ
ぶ
も

の
で
あ
っ
た
が
、
平
安
朝
時
代
に
、
中

国
か
ら
「
銭
投
げ
」
と
い
う
あ
そ
び
が

渡
来
し
て
か
ら
は
賭
博
（
と
ば
く
）
的

な
あ
そ
び
と
な
っ
て
流
行
し
た
と
い
う
。 

銭
投
げ
あ
そ
び
は
、
銭
を
地
面
に
置

き
、
一
定
の
距
離
か
ら
別
の
銭
を
投
げ
、

こ
れ
を
打
ち
当
て
れ
ば
勝
ち
と
な
っ
て
、

そ
の
銭
を
取
る
と
い
う
も
の
で
あ
り
、

そ
れ
も
大
人
の
貴
族
階
級
の
あ
そ
び
に

限
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。 

こ
の
あ
そ
び
が
「
穴
一
」
（
あ
な
い

ち
）
と
い
う
名
で
子
ど
も
た
ち
の
あ
そ

び
と
な
っ
た
の
は
江
戸
時
代
の
こ
と
で
、

穴
一
遊
び
は
、
銭
投
げ
と
似
て
お
り
、

銭
の
大
き
さ
ほ
ど
の
小
さ
な
穴
を
地
面

に
掘
り
、
本
物
の
銭
を
入
れ
、
一
定
の

距
離
か
ら
そ
の
穴
を
ね
ら
っ
て
銭
を
投

げ
、
穴
に
入
れ
ば
穴
の
中
の
銭
が
取
れ

る
と
い
う
あ
そ
び
で
あ
っ
た
。
穴
一
と

い
う
名
は
、
穴
の
前
に
一
線
を
引
い
て

勝
負
す
る
と
こ
ろ
か
ら
そ
の
名
が
あ
る

と
い
う
。 

文
化
三
（
一
八
〇
六
）
年
、
本
物
の

銭
を
用
い
て
あ
そ
ぶ
穴
一
に
禁
止
令
が

出
さ
れ
る
と
、
木
の
実
や
小
さ
な
貝
殻
、

本
物
の
銭
に
似
せ
た
鉛
製
・
土
製
の
銭

形
の
も
の
が
本
物
の
銭
に
代
わ
っ
て
使

わ
れ
て
い
る
。 

明
治
三
十
年
に
、
清
涼
飲
料
水
の
ラ

ム
ネ
が
売
り
出
さ
れ
る
と
、
そ
の
瓶
（
び

ん
）
の
中
の
ガ
ラ
ス
玉
が
「
ピ
ー
玉
」

と
名
を
変
え
、
明
治
、
大
正
、
昭
和
に

渡
っ
て
継
承
さ
れ
て
き
て
い
る
。
ビ
ー

玉
の
ビ
ー
は
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
の
ビ
ー

ド
ロ
の
略
で
、
ガ
ラ
ス
の
こ
と
を
指
し
、

タ
マ
コ
ロ
ガ
シ
（
名
古
屋
）
と
か
、
ラ

ム
ネ
（
大
阪
）
と
か
の
名
で
あ
そ
ば
れ

て
い
る
。 
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丸
亀
町
ク
リ
ニ
ツ
ク
通
信
⑩ 

 
 

 
 

 

デ
ュ
ア
ル
タ
ス
ク
が
認
知
症
予
防
の
鍵 

認
知
症
は
誰
も
が
な
り
う
る
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。
六
十
五
歳
以
上
の
七
人
に

一
人
は
認
知
症
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ

の
中
で
「
三
大
認
知
症
」
と
言
わ
れ
て
い

る
の
が
、
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
型
認
知
症
、

レ
ビ
ー
小
体
型
認
知
症
、
血
管
性
認
知
症

で
す
。
認
知
症
全
体
の
お
よ
そ
半
数
が
ア

ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
型
認
知
症
で
、
物
忘
れ
が

主
で
、
新
し
い
こ
と
が
記
憶
で
き
な
い
、

時
間
や
場
所
が
わ
か
ら
な
く
な
る
、
な
ど

の
症
状
が
特
徴
的
で
す
。
レ
ビ
ー
小
体
型

認
知
症
は
約
二
〇
％
を
占
め
、
一
番
の
特

徴
は
幻
視
で
す
。
そ
こ
に
は
実
在
し
な
い

も
の
、
例
え
ば
虫
、
小
人
、
子
供
な
ど
が

ハ
ッ
キ
リ
と
見
え
る
よ
う
で
す
。
血
管
性

認
知
症
は
脳
梗
塞
や
脳
出
血
な
ど
に
よ

っ
て
発
症
す
る
認
知
症
で
す
。 

認
知
症
は
、
残
念
な
が
ら
一
度
な
っ
て

し
ま
う
と
元
に
は
戻
り
ま
せ
ん
。
し
か
し

認
知
症
の
前
段
階
で
あ
る
軽
度
認
知
障

害
（
Ｍ
Ｃ
Ｉ
）
の
人
は
正
常
に
戻
る
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。
軽
度
認
知
障
害
は
「
正

常
」
と
「
認
知
症
」
の
中
間
状
態
で
、
認

知
機
能
の
低
下
が
見
ら
れ
る
も
の
の
日

常
生
活
に
支
障
を
き
た
さ
な
い
状
態
で

す
。
こ
の
状
態
で
は
認
知
症
に
は
な
っ
て

い
ま
せ
ん
が
、
一
年
に
約
一
〇
％
の
人
が

認
知
症
に
移
行
す
る
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
つ
ま
り
五
年
後
に
は
五
〇
％
、
半
数

の
人
が
認
知
症
に
な
っ
て
い
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。
し
か
し
あ
る
研
究
で
は
、
軽

度
認
知
障
害
の
高
齢
者
で
、
四
割
弱
の
人

が5

年
後
に
は
正
常
レ
ベ
ル
に
改
善
し
た

と
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
他
に
も
、
正
常

に
戻
ら
な
く
て
も
現
状
維
持
で
生
活
に

困
ら
な
い
方
も
お
ら
れ
る
で
し
ょ
う
か

ら
、
こ
れ
は
希
望
が
も
て
る
報
告
で
す
ね
。 

で
は
認
知
症
予
防
は
ど
の
よ
う
に
し
て

い
け
ば
良
い
の
で
し
ょ
う
か
。 

認
知
症
の
予
防
対
策
と
し
て
効
果
が
あ

る
と
言
わ
れ
て
い
る
の
が
「
デ
ュ
ア
ル
タ

ス
ク
（
二
重
課
題)

」
で
す
！ 

 

デ
ュ
ア
ル
タ
ス
ク
と
は 

デ
ュ
ア
ル
タ
ス
ク
と
は
二
つ
の
こ
と

を
同
時
に
行
う
こ
と
で
す
。
「
な
が
ら
動

作
」
の
こ
と
を
言
い
ま
す
。
例
え
ば
日
常

生
活
の
な
か
で
は
、
ラ
ジ
オ
を
聴
き
な
が

ら
洗
濯
物
を
た
た
ん
だ
り
、
料
理
を
し
た

り
す
る
こ
と
で
す
。
で
き
れ
ば
運
動
を
取

り
入
れ
る
と
よ
り
効
果
的
で
す
。
人
と
話

を
し
な
が
ら
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
、
ラ
ジ
オ
を

聴
い
て
考
え
な
が
ら
ス
ク
ワ
ッ
ト
を
す

る
な
ど
で
す
。
し
か
し
、
携
帯
電
話
を
し

な
が
ら
車
の
運
転
を
す
る
、
と
い
っ
た
危

険
行
為
、
マ
ナ
ー
が
良
く
な
い
行
為
は
も

ち
ろ
ん
ダ
メ
で
す
よ
。
デ
ュ
ア
ル
タ
ス
ク

は
、
楽
し
く
、
安
全
に
で
き
る
も
の
が
良

い
で
し
ょ
う
。 

デ
ュ
ア
ル
タ
ス
ク
は
高
齢
者
だ
け
で

は
な
く
、40

歳
代
、
五
十
歳
代
の
方
に
も

意
識
し
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。
二
〇
二

五
年
に
は
、65

歳
以
上
の
高
齢
者
の
五
人

に
一
人
に
ま
で
認
知
症
は
増
え
て
い
る

と
予
測
さ
れ
て
い
ま
す
。
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ

ー
型
認
知
症
で
は
、
発
症
す
る
約20

年
前

か
ら
脳
内
で
の
兆
候
が
見
ら
れ
る
た
め
、

こ
の
中
年
期
か
ら
認
知
症
予
防
対
策
を

意
識
し
て
行
動
し
て
お
く
こ
と
が
必
要

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
最
近
で
は
ス
マ

ー
ト
フ
ォ
ン
の
ア
プ
リ
で
、
本
や
小
説
な

ど
の
書
籍
を
朗
読
し
て
収
め
た
「
オ
ー
デ

ィ
オ
ブ
ッ
ク
」
が
普
及
し
て
い
ま
す
。
ま

さ
に
「
な
が
ら
動
作
」
に
は
ピ
ッ
タ
リ
で

す
ね
。 

認
知
症
予
防
の
た
め
だ
け
で
は
な
く
、

日
常
生
活
を
有
意
義
に
過
ご
す
た
め
に

も
デ
ュ
ア
ル
タ
ス
ク
は
良
い
よ
う
な
気

が
し
ま
す
。 

丸
亀
町
ク
リ
ニ
ッ
ク 

豊
永
慎
二 
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2～3月 さんぽ会・里山ウオークスケジュール 

「さんぽ会」スケジュール 

■梅観賞と会食 

★日  時 3月 28日（日）  

★場  所 未定（２月役員会にて決定） 

会食：綾瀬（綾歌郡綾川町陶 2185-1） 

※目的地、集合場所、会費等の詳細は別途担当者より会員各自に連絡します。 

※２月はお休みです。 

「里山ウオーク」スケジュール 

■坂出城山（462ｍ）と郷師山（296ｍ）  

★日 時 3月 14日（日）  

★集 合 仏生山ハローズ 午前 8時 30分 

★参加費 500円（ガソリン代） 

※弁当・雨具持参  

※２月はお休みです。 

 

   暮しのお困りごとは、仕事おこし事業部へ 

★お庭の草刈り・剪定★網戸や障子の張り替え  

★換気扇の掃除★家具の移動★お墓の掃除 など     

何でもご相談を！ 

０８０－２８５１－４３３６（土肥）０８０－２990-4586（森岡） 
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ホ
チ
め
し
の
ベ
テ
ラ
ン 

 

こ
の
と
こ
ろ
連
れ
あ
い
の
体
調
が
十

分
で
な
い
。
横
に
な
っ
て
眠
っ
て
い
る
こ

と
が
多
い
。
歩
く
こ
と
を
サ
ボ
っ
て
い
る

と
脚
が
弱
っ
て
し
ま
う
の
は
本
人
も
知

っ
て
い
る
の
で
、
自
分
か
ら
外
出
し
て
歩

行
に
努
め
て
い
る
よ
う
で
は
あ
る
の
だ

が
、
動
き
始
め
る
の
が
ス
ム
ー
ズ
で
は
な

い
。 そ

ん
な
連
れ
あ
い
の
の
ろ
の
ろ
始
動

を
見
て
、
言
わ
で
も
の
こ
と
口
に
し
て
し

ま
う
の
は
、
当
方
の
思
い
や
り
の
な
さ
で

あ
ろ
う
。 

世
の
中
に
寝
る
ほ
ど
楽
な
こ
と
は
な

し 

寝
る
間
惜
し
ん
で
働
く
は
バ
カ 

ふ
ら
ち
者
の
弁
で
あ
る
。
昔
の
お
年
寄

り
が
聞
い
た
ら
、
そ
れ
こ
そ
〝
バ
カ
タ
レ

〟
と
怒
鳴
り
倒
さ
れ
る
仕
儀
に
な
る
こ

と
で
あ
ろ
う
。 

 
 

 

 
 

主
婦
が
思
う
よ
う
に
動
け
な
い
と
な

れ
ば
、
主
夫
が
立
ち
上
が
る
よ
り
な
い
。

か
ね
が
ね
炊
飯
き
は
子
ど
も
の
こ
ろ
か

ら
や
っ
て
き
た
（
も
ち
ろ
ん
毎
日
の
こ
と

で
は
な
い
。
母
親
が
体
調
が
よ
く
な
く
て,

床
に
伏
せ
て
い
る
日
な
ど
代
番
に
立
つ

こ
と
が
あ
っ
た
）
と
妻
に
自
慢
ば
な
し
を

し
た
り
し
て
い
た
の
で
、
今
夜
は
炊
い
て

み
て
よ
と
頼
ま
れ
る
と
炊
事
に
立
っ
た

り
し
た
。 

 
 
 
 

 

 
 

ロ
ク
に
役
立
つ
と
こ
ろ
ま
で
や
れ
た

自
信
は
な
い
が
、
妻
は
こ
と
さ
ら
に
夫
を

お
だ
て
上
げ
て
い
い
気
に
さ
せ
た
。 

つ
い
先
ご
ろ
の
こ
と
。
久
し
ぶ
り
に
台

所
に
立
っ
た
。
炊
飯
釜
に
洗
っ
た
米
を
入

れ
、
水
か
げ
ん
に
か
か
っ
て
ハ
テ
ナ
？
と

立
ち
す
く
ん
だ
。 

 
 

 
 

 
 

 

子
ど
も
時
代
の
飯
炊
き
は
か
ま
ど
に

ハ
ガ
マ
を
架
け
て
薪
を
燃
や
す
。
水
加
減

は
米
の
上
に
手
の
平
を
立
て
て
、
手
首
の

部
位
で
測
る
。 

現
代
の
炊
飯
器
は
目
盛
り
が
あ
る
が
、

ハ
ガ
マ
で
は
な
い
。
計
量
カ
ッ
プ
で
水
量

を
決
め
る
。 

「
ち
ょ
っ
と
見
て
く
れ
、
こ
れ
で
い
い

か
な
」
と
妻
に
助
勢
を
乞
う
。 

ま
る
で
ザ
マ
は
な
い
。
え
ゝ
マ
マ
よ
と

い
い
と
こ
ろ
で
ス
イ
ッ
チ
を
入
れ
て
待

つ
と
、
さ
す
が
現
代
の
キ
カ
イ
で
あ
る
。

そ
れ
な
り
に
ご
飯
が
炊
き
上
が
っ
て
く

る
。 

 
 

 
 

 
 

 

右
の
よ
う
な
日
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
フ

ロ
ッ
ク
な
の
で
決
し
て
自
慢
に
は
し
な

い
。
ま
た
ど
ん
ど
ん
助
け
て
ネ
な
ど
と
の

せ
ら
れ
て
は
た
ま
ら
な
い
か
ら
だ
。 

先
ご
ろ
の
飯
炊
き
は
水
と
米
が
変
わ

っ
て
い
た
こ
と
に
は
注
意
を
払
う
こ
と

な
く
炊
飯
に
取
り
組
ん
で
み
た
。 

結
果
、
見
事
に
ホ
チ
め
し
を
炊
き
上
げ

て
し
ま
っ
た
。
や
っ
ぱ
り
、
に
わ
か
亭
主

の
飯
炊
き
は
す
ん
な
り
と
成
功
し
な
い

よ
う
だ
。
こ
ん
な
と
き
の
リ
カ
バ
ー
は
、

お
か
ゆ
に
転
じ
る
に
限
る
。 

  
 
 
 
 
 
 
 
 

斑
ド
ラ
猫 
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        ２０21年 2・3月 行事案内 

 

中村大詔元理事長を偲ぶ会 延期のお知らせ 

中村元理事長を偲ぶ会（三回忌）を 

令和 3年２月７日（日） 丸亀町壱番館 レッツホール 

にて開催予定でしたが、コロナウイルス感染拡大のため 

延期になりました。 

お問い合わせは、 

■連絡先 高齢協本部 ☎087-899-6311 

            

           

ご一緒に楽しみませんか? 

♠高松教室(高齢協本部) 

♠高齢協合唱団「それいゆ」（10時〜12時）       ◆ひだまり麻雀会☎津田 090-2895-3347 

☎田岡 090-4785-8478                      ・毎月水曜日の 2回～3回 

♠高齢協劇団「エルダーキャッツ」(18時３０分～２１時)    

☎小西 090-1003-8568                  ◆ダンスを楽しむ会 

♠さんぽ会・里山ウオーク                     ・毎週金曜日(１3時～１5時) 

☎吉田 090-5809-8400 岩田 080-3160-0227          木太コミュニティセンター 

♠讃木会☎三宅 090-7141-7297                  ☎木村 090-4501-3423 

♠夢を見る会 ☎木村 090-4501-3423          ◆詰田川自然農園☎三村 090-5915-0372        

♠ボウリング同好会 ☎嶋岡 080-3166-2342      ♣西讃地域センター 

            ♣琴平コーラス ミュゲ（１０時～１２時） 

                ☎山本 090-4787-4882  

♣琴平・ダンス教室（１３時～１７時） 

ダンス十八番 

 ☎日野 090-3188-1672 

♣歌声「さつき」☎宮崎 090-2781-0488 

★ご意見・お問い合わせは各部会の代表または高齢協本部まで 高齢協本部☎087-899-6311 


